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◆赤ちゃんとその保護者を対象に、ボランティ
アによる読み聞かせ体験と絵本を贈るブックス
タートという事業があり全国千以上の自治体で
実施されている。妊娠期からの切れ目のない支
援ともなる事業。導入の検討を（答）図書館だ
けではなく母子保健や子育て支援関係部署とも
情報共有し研究していく◆子宮頸がんワクチン
の積極的勧奨が再開されたが、副反応に対する
治療法は確立しておらず被害者がいる現状は変
わっていない。これまで当市での副反応疑いの
報告は（答）現時点で報告は受けていない（問）
後悔のない判断をできるよう最新の情報提供と
包括的性教育を（答）予防や早期発見等につい

ては、ワクチンだけではなく検診の必要性など
も併せて周知、啓発に努めていく◆長期化する
コロナ禍における子どもたちへの影響（1）子
どものマスク着用について。現在の学童保育所
での状況は（答）基本的には着用を推奨してい
るが障害の特性等の理由で着用できない児童も
いる。周囲の理解がありトラブルなどは現在な
い。今後熱中症対策を考慮し、校庭や公園での
野外の保育については臨機応変な対応をしてい
く（問）マスク着用による子どもの感情や発達
に及ぼす深刻な影響が徐々に明らかになりつつ
ある。現場の先生方の声を積極的に聞く姿勢を
（答）適時、現場の声を聞きながら安全安心な

保育を継続して提供していく（問）屋外でマス
クを外せない子どももいる。周囲の大人の対応
が非常に重要。市民理解を深めるために市教委
としてマスク着用の考え方についてＨＰでの周
知を（答）様々な方法を駆使しながら周知でき
る形を考えていく（2）子どもの抱えるストレ
スの対応について。子どもたちがＳＯＳを出し
やすい環境づくりを（答）担任や養護教諭、ス
クールカウンセラー等の専門家も活用しながら
しっかりと支援体制を整えていく◆プラスチッ
クごみの削減と環境教育についても質問。

子どもの声を受け止め共に考えていく姿勢を
無会派（国分寺・生活者ネットワーク）

小坂　まさ代

　

新型コロナウイルス感染症拡大による機会（修
学旅行、成人式等）損失した若者に対する支援
尾澤：本来、コロナ禍でなければ経験すること
ができた修学旅行や卒業旅行、成人式等で友人
や学窓の仲間と共に生涯に一度の思い出を作る
機会を損失した若い世代がいる。そのような世
代に対し、改めて友人や同窓の仲間との絆を深
め、思い出を作る為の行動を支援する事業を求
める。具体的には旅費や同窓会等の費用への補
助事業を求めたい。
答弁：コロナウイルス感染症の拡大により修学
旅行、移動教室等を断念せざるを得なかった世
代がおり問題である。コロナ禍からの社会経済

活動の回復、地域経済の活性化が強く求められ
る中で、何かしらそういった観点の事業化を図
れないか検討していく。
物価高騰による生活が厳しい状況にある若者に
対する支援事業を求める。
尾澤：失われた30年をベースに新型コロナウイ
ルス感染症拡大、直近の物価高騰による影響で
生活が厳しい状況にある若者がいる。とりわけ
一人暮らしの学生などについては生活がかなり
厳しい状況があると聞く。行政として状況を把
握して必要な支援をお願いしたい。
答弁：昨今の物価高騰ということに関しては御
質問のとおり一人暮らしの若者等において低所

得世帯と同程度の大きな影響を受けていること
も考えられる。このことについては、若者ある
いは学生を対象にした支援の在り方について庁
内外を問わず様々な団体とも連携を図りなが
ら、若者に適した支援策について検討する。
尾澤：現代の若者が抱える問題と課題の把握と
解決、次代を担う世代の意見を市政に反映する
ために「若者会議」等の若い世代の意見聴取な
どができるシステムや施策が必要では。
答弁：若い世代の意見反映や活躍の場を提供す
ることは非常に重要なこと。研究していきたい。

コロナにより機会を失った若者に支援を求む
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木村＝公によるＷｉ-Ｆｉ設置は公金をかけずに行
うべきだ。現在、公共施設では設置が無いＷｉ-
Ｆｉ付き自販機へ今後の契約で切り替えを。
総務部長＝災害時に停電しても動作し、民間と
の連携で財政負担なくＷｉ-Ｆｉ設置する点で大変
効果的と考える。課題整理し設置を検討する。
木村＝市の公園には自販機の設置自体がない。
熱中症対策にもなる上、利便性が向上する。防
犯カメラ付き自販機もあり、設置の検討を。
建設環境部長＝法的に問題ない。隣接市の内、
3市では自販機設置がある。防犯・防災、熱中
症対策等の有効性の検証の上設置を検討する。
木村＝コロナ禍で増加傾向の高齢者虐待防止対

策が十分でない。近年の認知件数は。また、地
域住民等からも情報提供をして頂けるよう、匿
名での通報受付体制や専用の相談電話の設置を。
福祉部長＝平成30年～昨年度まで7、7、9、
23件と増加傾向だ。早期発見早期対応に繋がる
よう、匿名でも情報を受ける体制を整えていく。
木村＝まちの魅力発信について、現在の城ブー
ムや日本百名城の取り組み等を参考にしながら
史跡指定百周年に合わせ、全国68か所の国分寺
所在自治体に井澤市長から発信してスタンプ作
成等、継続的に人を呼び込める仕掛けを。
市長＝今年は仙台市で国分寺サミットが開かれ
る予定で、御朱印なども含め色々考えられるの

でそこで各首長に呼びかけたい。
木村＝併せて、来年4月に西国分寺駅が開設50
周年を迎える。駅周辺の活性化の起爆剤として
の記念事業実施に向けて、ＪＲとの協議を。
政策部長＝大いに有効と考える。ＪＲと協議し
ながら実施の検討を行う。
木村＝勤勉手当は現在、絶対評価での支給だが、
昇給制度と同様に相対評価で対応すべきだ。
総務部長＝絶対評価だと年々平均点が上がって
しまう。職員の士気を高め、質の高い行政サー
ビス向上のために相対評価での配分を検討する。

増加する高齢者虐待の防止へ向けた取組みを
無会派

木村　徳

　

《物価高騰への対策》
問）国からの2億7千万円の交付金で、低所得
者や全業種の事業者に届く支援を。
答）影響を把握して、必要な支援策を行う。
問）一番の対策は消費税減税、インボイス導入
の中止。市長会などで、井澤市長が消費税減税
など、世論づくりの先頭に立つことを求める。
市長）ご意見も含めて慎重に考えていきたい。

《学校給食費への補助を》
食材の物価高騰に対して、食材の水準を落とさ
ず、保護者の負担増にしないよう、市が補助す
るための補正予算が発送された。
問）物価高騰は長期化が予想される。今後、さ

らに高騰した場合の対応は。
答）その時の状況に応じて対応を検討する。
＊�更なる値上げとなれば、市民生活も厳しくな
っている。負担増にしない対応を求める。

《女性教職員の婦人科検診再開を》
受診率の急激な低下が判明した。婦人科検診再
開は、女性教職員の健康維持・管理に対する教
育委員会と国分寺市の姿勢が問われている。
問）集団検診として婦人科検診の再開を求める
答）婦人科検診は終了し、個別での受診を積極
的に呼びかけしていく。
＊�個別になったために受診できない実態が明ら
かになっている。早期の再開を求める。

給食費の補助、教職員婦人科検診の再開を
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中山　ごう

教職員組合アンケートで
婦人科検診について

再開希望 回答者数
130人 137人

女性教職員の婦人科検診の受診率
対象者数 受診率

2017年度 251人 70．1％
2018年度 220人 75．0％
2019年度 251人 66．9％
2020年度 267人
2021年度 260人 37．2％（＊）

（＊）市教育委員会が婦人科検診を20年度から廃止し、個別
での受診に変更。21年度の受診率は教職員組合が実施した
アンケートより。


